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令和６年度 第二赤間保育園職員による保育園の自己評価 

【アンケート調査の集計結果】 

       

１．評価期間 

    令和７年３月 10 日（月）～令和７年３月１６日（日） 

 

２．調査対象者 

第二赤間保育園 職員 35 名 

基本属性（職種）：保育士 26 名、栄養士６名、事務員 2 名、看護師 1 名 

 

３．調査方法 

    記名式・制限回答方法+自由記述 

 

４．評価項目数 

    41 項目 

 

５．評価基準 

    Ａ：よい（80％～100％できている） 

    Ｂ：一部検討を要する（50％～80％できている） 

Ｃ：改善を要する（50％以下） 

      Ｄ：分からない 

 

６．回収状況 

    回収数：36 部 回収率：100％ 

 

■評価項目  

A:よい（80％～100％できている）B:一部検討を要する（50％～80％できている）C:改善を要する（50％以下）

D:分からない 

 

（１）理念・基本方針が栞（しおり）やホームページに記載され、保護者に周知が図られている。 

 

 

 

 

 

 

 

 よい 一部検討

をする 

改善を

要する 

分からな

い 

人数 35 ０ ０ ０ 

％ 100 ０ 0 0 



（２）保育目標は保護者に周知が図られている。 

 

 

 

 

 

 

 

（３）事業計画（子どもの育ちの目標、行事等）は、入園のしおりや面談・クラスだより等で保護者に伝えら

れている。 

 

 

 

 

 

 

 

【改善策】 

・クラスだよりでその月の振り返りを主にしていたので、今後の保育の取り組みとして載せることが必要と考

える。 

・クラス便りだけでは中々伝えるのが難しい場合がある為、必要な場合は園側から保護者に声をかけるなどし

て面談(近況を伺う)などの対応が必要になってくるのではないかと思います。 

・掲示方法や配信の仕方など文章表記の仕方を工夫し見やすく来年度は出来るように話し合いを行い見やすく

読みたくなる紙面へと変更していく。 

 

（４）保育の質の向上に向けた取り組みとして、保育計画・記録のみならず、日々の活動の様子を、写真を活

用して可視化するなど工夫し、クラス及び園全体で検証・評価・反省が行われ、職員間の共有が図られている。 

 

 

 

 

 

 

 

【改善策】 

・保育の日々の記録は毎日作って保護者に配信しているが、写真を振り返り園全体で検証評価反省は行えてい

ない 

・活動前の打ち合わせから実践・評価までの時間をしっかり確保出来ていない為、一つひとつの活動を実践す

る前の打ち合わせを行うようにする。 

 

 

 

 よい 一部検討

をする 

改善を

要する 

分からな

い 

人数 35 0 ０ ０ 

％ 100 0 0 0 

 よい 一部検討

をする 

改善を

要する 

分からな

い 

人数 32 ３ ０ ０ 

％ 91 ９ 0 0 

 よい 一部検討

をする 

改善を

要する 

分からな

い 

人数 33 ２ ０ ０ 

％ 94 6 0 0 



（５）子どもと地域との交流を広げるため、高齢者施設への訪問、敬老会やイベント等の催しに積極的に取り

組んでいる。 

 

 

 

 

 

 

 

【改善策】 

・コロナ禍が終わり、くじらまつりなどには参加しているが、敬老会などのお年寄りや地域の方々との子ど

もたちとの触れ合う機会が減っている 

・コロナ禍で交流が減ってしまったため、これからまた増えていければいいと思います。 

（６）子どもを尊重した保育について共通理解を持つために研修や人権擁護チェック等の取り組みを行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

（７）子どものプライバシー保護に配慮した保育が行われている。 

 

 

 

 

 

 

 

（８）利用希望者に対して保育所選択に必要な情報を栞（しおり）配布や説明を行い、積極的に情報発信に取

り組んでいる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 よい 一部検討

をする 

改善を

要する 

分からな

い 

人数 32 ３ 0 0 

％ 91 ９ 0 0 

 よい 一部検討

をする 

改善を

要する 

分からな

い 

人数 35 0 0 0 

％ 100 0 0 0 

 よい 一部検討

をする 

改善を

要する 

分からな

い 

人数 34 １ 0 0 

％ 97 3 0 ０ 

 よい 一部検討

をする 

改善を

要する 

分からな

い 

人数 36 0 0 0 

％ 100 0 0 ０ 



（９）苦情解決の仕組みや相談受付体制が整えられ、第三者委員会開催後は公表されている。 

 

 

 

 

 

 

 

（１０）保護者が相談や意見を述べやすいように面談や送迎時の環境を整備し、保護者等に周知している。 

 

 

 

 

 

 

 

【改善策】 

・出来るだけ明るく話しやすい環境を心掛けていますが、日頃から園での姿を話したり、最近どうですか？な

どこちらからも声をかけていくことも必要だなと思いました。 

・送迎時の時間帯によっては、クラス担任がいない、職員が少人数で相談しにくい環境をどうしていけば良い

かを今後も検討していく必要があると思います。 

・アナログでの伝え方とデジタルでの伝え方の中で保護者との密なコミュニケーションが少なくなってしまっ

ていることがあると感じるため、基本的な周知の仕方について共有の仕方を統一するというをしていきたい。 

 

（１１）保護者からの相談や意見に対して、一部のみの把握ではなく組織的かつ迅速に対応している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１２）安心・安全な福祉サービスの提供を目標とするリスクマネジメント体制が構築されている。 

 

 

 

 

 

 

【改善策】 

 ・個別レベルでの危機管理意識を高めていくとともに、想定力を高めていくことが必要となる。 

 よい 一部検討

をする 

改善を

要する 

分からな

い 

人数 36 0 0 0 

％ 100 0 0 0 

 よい 一部検討

をする 

改善を

要する 

分からな

い 

人数 31 4 0 0 

％ 89 11 0 0 

 よい 一部検討

をする 

改善を

要する 

分からな

い 

人数 34 1 0 0 

％ 97 3 0 0 

 よい 一部検討

をする 

改善を

要する 

分からな

い 

人数 34 １ 0 0 

％ 97 3 0 0 



（１３）感染症の予防や発生時における子どもの安全確保のための取組を組織的に行っている。 

 

 

 

 

 

 

【改善策】 

・職員の人数が少ない時間帯における例えば嘔吐処理などでの子どもたちの安全確保が不安定な所を今後も検

討していく必要があると思います。 

 

（１４）災害時における子どもの安全確保のための取組を組織的に行っている。 

 

 

 

 

  

 

 

【改善策】 

・職員が少人数の時間帯に発生した場合の子どもたちの安全確保をどうしていけば良いか今後も検討していく 

必要があると思います。 

・地震発生時の子どもの引き渡しに関して、次年度は前年度の反省を職員で話し合い、実行出来るようにして 

いく。 

・実際に災害か起きた際にどうすれば良いかのマニュアルがある事に周知と徹底が自分は出来ていなかったと 

思います 

 

（１５）子どもに関する保育の実施状況の記録が適切に行われ、職員間で共有化されている。 

 

 

 

 

 

 

 

【改善策】 

・共有の必要な書類が何かが全員に周知出来ていない為、一覧を作成し意識して声を掛けていくとともに記載

されているかのチェックまで徹底して実践する。 

 

 

 

 

 よい 一部検討

をする 

改善を

要する 

分からな

い 

人数 33 2 0 0 

％ 94 6 0 0 

 よい 一部検討

をする 

改善を

要する 

分からな

い 

人数 32 3 0 0 

％ 91 9 0 0 

 よい 一部検討

をする 

改善を

要する 

分からな

い 

人数 34 1 0 0 

％ 97 3 0 0 



（１６）保育所の理念、保育の方針や目標に基づき、子どもの心身の発達や家庭及び地域の実態に応じて全体

的な計画を策定している。 

 

 

 

  

 

 

（１７）生活にふさわしい場として、子どもが心地よく過ごすことができる環境を設備している。 

 

 

 

 

 

 

 

【改善策】 

・可視化するなど、子ども一人ひとりに目をしっかりと向けて、環境作りを行っていく。 

・子どもたちがもっと遊びに集中できるように、コーナーなどが維持できたら良かったと思います。 

・夏季の猛暑の中室内活動の充実が課題だと感じた 

 

（１８）一人ひとりの子どもを受容し、子どもの状態に応じた保育を行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

（１９）子どもが基本的な生活習慣を身につけることができる環境、援助を行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【改善策】 

 ・3 歳児のお箸の使い方についての指導の時間を取ることができなかった。 

 

 

 よい 一部検討

をする 

改善を

要する 

分からな

い 

人数 35 ０ 0 0 

％ 100 ０ 0 0 

 よい 一部検討

をする 

改善を

要する 

分からな

い 

人数 31 4 0 0 

％ 89 11 0 0 

 よい 一部検討

をする 

改善を

要する 

分からな

い 

人数 33 ２ 0 0 

％ 94 6 0 0 

 よい 一部検討

をする 

改善を

要する 

分からな

い 

人数 34 1 0 0 

％ 97 3 0 0 



（２０）子どもが主体的に活動できる環境を設備し、子どもの生活と遊びを豊かにする保育を展開している。 

 

 

 

 

 

 

 

【改善策】 

・子どもが主体的に活動できるよう環境やおもちゃの置き方など職員間で話し合い、その時々で変えることが 

できていなかった 

・主体的に取り組めるように心がけているが、まだ足りないと思うので、より良いものを取り入れられるよう 

にしていく。 

 

（２１）乳児保育（０歳児）において、養護と教育が一体的に展開されるよう適切な環境を設備し、保育の内

容や方法に配慮している。 

 

 

 

 

 

 

 

（２２）３歳未満児（１・２歳児）の保育において、養護と教育が一体的に展開されるよう適切な環境を設備

保育の内容や方法に配慮している。 

 

 

 

 

 

 

 

（２３）３歳以上児の保育において、養護と教育が一体的に展開されるよう適切な環境を設備し保育の内容や

方法に配慮している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 よい 一部検討

をする 

改善を

要する 

分からな

い 

人数 32 3 0 0 

％ 91 9 0 0 

 よい 一部検討

をする 

改善を

要する 

分からな

い 

人数 35 0 0 0 

％ 100 0 0 0 

 よい 一部検討

をする 

改善を

要する 

分からな

い 

人数 35 0 0 0 

％ 100 0 0 0 

 よい 一部検討

をする 

改善を

要する 

分からな

い 

人数 34 １ 1 ０ 

％ 97 3 3 ０ 



【改善策】 

 ・本当に必要な幼児の保育環境への学びや準備に弱さを感じる為、学習会などを通して子どもにとっての保

育を考える。 

 

（２４）配慮の必要な子どもが安心して生活できる環境を整備し、保育の内容や方法に配慮している。 

 

 

 

 

 

 

 

【改善策】 

・障がいの中でも多動性傾向がある子どもたちの保育内容は今後も集団生活の中で行える範囲で検討していく

必要があると思います。 

・気になる子への環境の整備、準備が自分の中でできていないと考えている。 

 

（２５）それぞれの子どもの在園時間を考慮した環境を整備し、保育の内容や方法に配慮している。 

 

 

 

 

 

 

 

【改善策】 

・在園時間が長い子どもたちにとっては家庭で過ごす時間より長いですので、1 人ひとりの子どもたちの要求、

要望に応えられるように今後も永久の課題として検討し取り組んでいく必要があると思います。 

 

 

（２６）小学校との連携、就学を見通した計画に基づく、保育の内容や方法、保護者との関わりに配慮している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 よい 一部検討

をする 

改善を

要する 

分からな

い 

人数 32 3 0 0 

％ 91 9 0 0 

 よい 一部検討

をする 

改善を

要する 

分からな

い 

人数 34 1 0 0 

％ 97 ３ 0 0 

 よい 一部検討

をする 

改善を

要する 

分からな

い 

人数 35 0 0 0 

％ 100 0 0 0 



（２７）子どもの健康管理を適切に行っている。 

 

  

 

 

 

 

 

（２８）健康診断・歯科検診の結果は保護者へ伝え、保育に反映している。 

 

 

 

 

 

 

 

【改善策】 

・保護者に一度伝えた後、なかなか受診が進まない家庭があった。1 ヶ月以内に終わるよう気にかける声掛けが

必要だった。 

 

（２９）アレルギー疾患、慢性疾患等のある子どもについて、医師からの指示を受け適切な対応を行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３０）子どもの年齢に応じ食事の介助を適切に行い、落ち着いた環境で食事を楽しむことができる工夫をし

ている。 

 

 

 

 

 

 

【改善策】 

・後半になってよく声掛けするようになったが、もっと早く繰り返し色具の使い方、マナーを伝えてくべきだ

った。 

 

 

 よい 一部検討

をする 

改善を

要する 

分からな

い 

人数 35 0 0 0 

％ 100 3 0 0 

 よい 一部検討

をする 

改善を

要する 

分からな

い 

人数 34 1 0 0 

％ 97 3 0 0 

 よい 一部検討

をする 

改善を

要する 

分からな

い 

人数 35 0 0 0 

％ 100 0 0 0 

 よい 一部検討

をする 

改善を

要する 

分からな

い 

人数 33 2 0 0 

％ 94 6 0 0 



（３１）子どもが美味しく安心して食べることができる食事を提供している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３２）旬のものや季節感のある食材を用意し、食文化を伝える工夫をしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３３）子どもの生活を充実させるために、家庭との連携を行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

【改善策】 

・もっと関わりを持てるようにしたい。 

 

（３４）保護者が安心して子育てができるよう支援を行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 よい 一部検討

をする 

改善を

要する 

分からな

い 

人数 35 0 0 0 

％ 100 0 0 0 

 よい 一部検討

をする 

改善を

要する 

分からな

い 

人数 35 0 0 0 

％ 100 0 0 0 

 よい 一部検討

をする 

改善を

要する 

分からな

い 

人数 34 1 0 0 

％ 97 3 0 0 

 よい 一部検討

をする 

改善を

要する 

分からな

い 

人数 34 1 0 0 

％ 9７ ３ 0 0 



（３５）家庭での虐待等権利侵害の疑いのある子どもの早期発見・早期対応及び虐待の予防に努めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３６）保育士等が主体的に保育実践の振り返り（自己評価）を行い、保育実践の専門性の向上に努めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３７）職員一人ひとりの教育・研修の機会が確保されている。 

 

 

 

 

 

 

 

（３８）運営の透明性を確保するため、基本理念や保育方針、苦情処理の仕組み、事業計画等の情報がホーム

ページ等で公開されている。 

 

 

 

 

 

 

 

（３９）職員の家庭状況や健康面・メンタル面等、それぞれの意向を面談や日々の会話の中で把握し、一人ひ

とりが働きやすい職場づくりに取り組んでいる。 

 

 

 

 

 

 よい 一部検討

をする 

改善を

要する 

分からな

い 

人数 35 0 0 0 

％ 100 0 0 0 

 よい 一部検討

をする 

改善を

要する 

分からな

い 

人数 35 0 0 0 

％ 100 0 0 0 

 よい 一部検討

をする 

改善を

要する 

分からな

い 

人数 35 0 0 0 

％ 100 0 0 0 

 よい 一部検討

をする 

改善を

要する 

分からな

い 

人数 35 0 0 0 

％ 100 0 0 0 

 よい 一部検討

をする 

改善を

要する 

分からな

い 

人数 33 2  0 

％ 94 ６  0 



 

（４０）職員一人ひとりの成長に合わせたアドバイス等が行われ、個人のスキルに必要な研修等の機会を設け

ている。 

 

 

 

 

 

 

【改善策】 

・フィードバックをしてほしい。 

 

（４１）保育園において、職員の子どもへの不適切な対応の疑いがある場合には、すぐに対応を行っている。 

 

 

 

 

 

 

 【改善策】 

・前に年長さんに入った時に遅くなった理由も聞かずに注意してましたが園児なりの理由があった様でその子

が傷ついた様にみえました。 

 よい 一部検討

をする 

改善を

要する 

分からな

い 

人数 35 0 0 ０ 

％ 100 0 0 ０ 

 よい 一部検討

をする 

改善を

要する 

分からな

い 

人数 35 0 0 ０ 

％ 100 0 0 ０ 


